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金村  川口  小西 酒井  手束   中西  

西田  町野（書記） 宮腰  村上 湯川（敬称略）
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議事

１． 報告事項

（ア）日本脊椎脊髄病学会理事会（2021 年 10 月）：高相先生

高相担当理事から理事会報告がされ、下記内容を確認した。

1. 11 月 1 日から JSSR 統合型 DB 本登録を開始する。

2. 本委員会で進めているアンケート調査研究（酒井先生と手束先生の脊椎脊髄手術にお

ける周術期抗血栓薬使用の安全性についての研究、川口先生の脊椎手術における部位

確認に関する研究）の内容について、調査結果を来年の JSSR 学会で発表する予定。

（イ）貸出器械（Loan Instruments）使用患者が後日プリオン病と判明した事例

報告（日本整形外科学会より）：酒井先生 (JOA 安全医療推進委員会アド

バイザー)
酒井先生から下記報告がされた。

1. ブリオン病感染予防ガイドライン 2020 を参考に、医療施設と貸出業者間における洗浄

および滅菌記録書を交換するシステム構築について、ハイリスク手技に対応した滅菌

法のシステムを医療施設と貸出業者間で構築する必要があることが周知された。

2. 手術医療の実践ガイドライン（改訂第 3 版） 2019 を参考に、LI の洗浄および滅菌につ

いて

 業者は、自社内、あるいは、外注で LI の洗浄および滅菌を実施した結果の記録書を作

成し、納品時に LI に添付する。同時に、医療施設で行う洗浄・滅菌・手術・術後処理

等に関する必要事項を記入する記録書を添付し、LI 回収時に同時回収する。

 業者が自社内で洗浄および滅菌を行っていない場合（滅菌業者に外注、または、前回使

用施設に依頼した場合）には、洗浄および滅菌を行った施設で責任を持って洗浄・滅菌

記録書に記入し、LI に添付しなければならない。この記録書は、業者が作成して、記録

を依頼する。

 LI 手術を行った医療施設は、施設内手順書の様式に基づいて、業者に提供する記録を



作成し、業者は、医療施設により記入された記録書をもとに、使用施設・術式・使用後

洗浄方法・洗浄責任者などの情報を収集して履歴情報として管理する必要がある。

と記載しており、これを遵守する必要があることが説明された。

3. アルカリ洗浄剤を使用できる機器について、貸し出し業者の洗浄・滅菌の現状について

情報共有した。

4. プリオン病の感染性が高いハイリスク組織を扱う手術として、硬膜を穿刺または切開

する手技、神経節自体に接触する手技、髄液の漏出が見られる場合が示された。

5. 7 月 13 日の厚生労働省から通達された医療機関でのプリオン対策内容について、今後

本委員会としての方針を JOA 安全医療推進委員会、プリオン対策委員へ相談すること

になった。

２． 検討・報告事項

（ア）脊椎脊髄手術における周術期抗血栓薬使用の安全性に関する研究：

酒井先生、手束先生

手束先生から研究進捗について下記報告がされた。

1. アンケート調査結果を来年の JSSR 学会で発表予定であり、その抄録内容を委員で確認

した。

酒井先生から下記報告がされた。

1. 日本循環器学会の「非心臓手術における合併心疾患の評価と管理に関するガイドライ

ン」パブリックコメントに応募に対しての返答を確認した。

（イ）脊椎手術における部位確認に関する研究：川口先生

川口先生から研究進捗について下記報告がされた。

1. 研究タイトルを「脊椎手術における高位確認に関するアンケート調査」（脊椎手術のヒ

ヤリハット）とする。

2. アンケート調査研究を来年の JSSR 学会で発表する予定であり、その抄録内容に関して

本委員会委員で確認した。

3. 今後論文化に向けて、発表内容・文言について理事会や委員会で検討する。

（ウ）JSSR 統合型 DB 進捗状況：金村先生

金村先生から JSSR 統合型 DB 進捗について下記報告がされた。

1. 11 月 1 日に本登録を開始、1 カ月間調査を行う。

2. JSSR ホームページを公開したため、掲示された内容について確認した。

3. 操作マニュアル PDF、紙媒体について概要が説明された。



4. 実際の登録画面を供覧し JSSR-DB 登録法について確認した。

5. 術式・病名・合併症の調査票について、代表指導医の登録について確認した。

6. 2022 年からの通年登録については今後検討する。

7. JSSR 会員へ ML にて登録開始案内を再度行う。

３． 次回、次々回委員会開催日

・約 1 ヶ月後の JSSR 理事会開催後に予定（1 時間の見込み）

・理事会が最終月曜日のため、月によっては月初の水曜日に予定

・【次回】2021.12.01（水）18 時 30 分～

・【予備日】2021.12.22（水）18 時 30 分～

・【次々回】2022.01.26（水）18 時 30 分～


